
　

大
学
の
授
業
と
い
え
ば
、
以
前
は
前
期・

後
期
の
二
期
制
で
１
コ
マ
90
分
が
主
流
だ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
２
、
３
年
で
ク
オ
ー
タ
ー
制
（
４
期
制
）
を
導
入
し
た
り
、
90
分
授
業
か
ら
１
０

０
分
や
１
０
５
分
授
業
へ
移
行
す
る
大
学
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
に
改
正
さ
れ
た
大
学
設
置
基
準
で
は
、
授
業
期
間
は
「（
各
授
業
科

目
の
授
業
期
間
）
第
二
十
三
条　

各
授
業
科
目
の
授
業
は
、
十
週
又
は
十
五
週
に
わ
た
る
期
間

を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
上
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
十
分
な
教
育
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
授
業
時
間
は
、
諸
説
あ
る
が
１
セ
メ
ス
タ
ー
に
１
３
５
０
分
相
当
（
90
分
×
15
週
）

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
90
分
授
業
な
ら
15
週
、
１
０
０
分
授
業
な
ら
14
週
、
１
０
５
分
授
業

で
あ
れ
ば
13
週
の
授
業
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
基
準
と
、
海
外
留
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
対
応
で
き
る
柔
軟
な
学
事
歴
の
構
築
、

学
生
の
授
業
外
学
習
時
間
の
増
加
と
い
っ
た
単
位
の
実
質
化
、
休・

祝
日
の
授
業
実
施
解
消
な

小特集
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本
小
特
集
で
は
、
す
で
に

１
０
０
分・

１
０
５
分
授
業

を
導
入
し
て
い
る
大
学
か
ら
、

意
思
決
定
に
至
る
ま
で
の
問

題
意
識
や
検
討
経
過
、
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
、
導
入

に
付
随
す
る
そ
の
他
の
学
内

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら

の
事
例
を
通
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
学
事
歴
や
授
業
運
営
に

つ
い
て
一
考
す
る
機
会
と
し

た
い
。

１
０
０
分
授
業
の
展
開

稲
葉 

興
己

●
学
校
法
人
玉
川
学
園
理
事
（
高
等
教
育
担
当
）

１
０
５
分
授
業
へ
の
移
行
経
緯
と
現
況

―�

大
阪
学
院
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程・

４
学
期
制
と�

一
体
化
し
た
授
業
時
間
改
変
の
試
み

―

大
野 

昌
一

●
大
阪
学
院
大
学・

大
阪
学
院
大
学
短
期
大
学
部
事
務
長

１
０
０
分
14
週
授
業
導
入
の
機
会
を
生
か
す

榊
原 
暢
久

●
芝
浦
工
業
大
学
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
教
授

１
０
５
分
授
業
の
経
緯
と
実
践
―
東
京
大
学
の
試
み

森
山 

工

●
東
京
大
学 

大
学
執
行
役・

副
学
長

ど
の
背
景
か
ら
各
大
学
が
工
夫
し
て
き
た
結
果
が
、
現
在
の
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　

各
大
学
で
は
１
コ
マ
の
授
業
時
間
の
変
更
と
と
も
に
、
１
０
０
分・

１
０
５
分
と
い
う
長
時

間
授
業
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
と
い
う
、
教
員
に
と
っ
て
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
先

行
事
例
の
研
究
や
試
行
錯
誤
に
よ
る
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。
大
学
に
よ
っ
て
は
教
員
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
、
配
付
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
見
受
け
ら
れ
る
。
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１　
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築

　

玉
川
大
学
が
90
分
授
業
か
ら
１
０
０
分
授
業
（
１
コ
マ
50
分
）

に
移
行
し
た
の
は
、
１
９
９
５
年
度
で
あ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
１

９
９
１
年
の
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
で
あ
る
。
そ
の
２
年
後
の

１
９
９
３
年
に
、
学
長
を
委
員
長
と
す
る
新
教
育
課
程
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
授
業
時
間
だ
け
で
は
な
く
、
全
学
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
改
正
や
セ
メ
ス
タ
ー
制
へ
の
移
行
な
ど
の
検
討
を
行
っ
た
。

検
討
過
程
に
お
い
て
、
一
般
教
育
科
目
の
名
称
は
『
コ
ア
科
目
』

と
し
、
そ
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
コ
ア
Ⅰ
検
討
分
科
会
、
コ
ア
Ⅱ

検
討
分
科
会
を
設
置
し
て
議
論
を
重
ね
た
。
新
教
育
課
程
検
討
委

員
会
で
は
、
①
セ
メ
ス
タ
ー
制
の
導
入
、
②
50
分
授
業
の
実
施
、

③
教
養
科
目
の
充
実
、
④
授
業
科
目
番
号・

記
号
の
付
番
、
⑤
シ

ラ
バ
ス
の
充
実
、
⑥
Ｇ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
新
た
な
進
級
制
度
の
導
入
、

⑦
履
修
登
録
上
限
単
位
数
の
設
定
な
ど
を
検
討
し
、
２
年
間
の
準

備
期
間
を
経
て
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
に
舵
を
切
っ
た
の

で
あ
る
。

２　
な
ぜ
１
０
０
分
授
業
な
の
か

　

新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
す
る
な
か
で
、
90
分
の
授
業
時

間
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

・

90
分
授
業
は
１
単
位
に
換
算
す
れ
ば
45
分
授
業
で
あ
り
、
こ

れ
は
初
等
教
育
の
授
業
時
間
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
最
高
学
府

で
あ
る
大
学
の
授
業
時
間
が
そ
れ
と
同
じ
で
良
い
の
か
。

・

90
分
で
は
長
す
ぎ
て
、
学
生
の
集
中
力
が
持
続
し
な
い
。

・

昼
休
み
の
学
生
食
堂
は
混
雑
が
激
し
く
、
何
と
か
緩
和
で
き

な
い
の
か
。

・
大
学
の
授
業
時
間
は
、
な
ぜ
１
時
間
が
60
分
で
は
な
い
の
か
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
最
終
的
に
は

１
コ
マ
を
50
分
（
２
単
位
の
場
合
は
１
０
０
分
）
と
す
る
こ
と
と

小
特
集

多
様
化
す
る
授
業
時
間

１
０
０
分
授
業
の
展
開

稲
葉 

興
己
●
学
校
法
人
玉
川
学
園
理
事
（
高
等
教
育
担
当
）
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な
っ
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
１
コ
マ
を
50
分
と
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
１
日
の

労
働
時
間
を
基
に
算
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
労
働
基
準
法
上
の
１

日
の
労
働
時
間
は
８
時
間
、
週
あ
た
り
で
は
40
時
間
（
２
４
０
０

分
）
と
な
っ
て
お
り
、
授
業
外
学
修
を
含
め
た
１
日
の
学
修
時
間

を
労
働
時
間
と
同
じ
８
時
間
と
し
た
の
で
あ
る
。
50
分
授
業
で
半

期
の
履
修
登
録
上
限
単
位
を
16
単
位
と
し
た
場
合
、
１
５
０
分
（
授

業
50
分
＋
授
業
外
学
修
１
０
０
分
）
×
16
単
位
＝
２
４
０
０
分
と

な
り
、
労
働
時
間
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
１
９
９

４
年
度
ま
で
の
本
学
の
履
修
登
録
上
限
単
位
は
半
期
24
単
位
で
あ

り
、
こ
れ
を
16
単
位
ま
で
下
げ
る
こ
と
に
は
学
内
に
相
当
な
抵
抗

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
１
９
９
５
年
度
に
は
中
間
を
と
っ
て
20

単
位
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
時
間
は
要
し
た
が
、
２

０
１
３
年
度
に
は
半
期
16
単
位
に
変
更
し
た
の
で
あ
る
。

３　
ど
の
よ
う
に
運
用
し
た
の
か

　

１
０
０
分
授
業
へ
の
移
行
を
決
め
た
も
の
の
、
い
つ
か
ら
ど
の

よ
う
に
導
入
し
て
い
く
の
か
、
１
コ
マ
当
た
り
の
給
与
単
価
を
ど

う
す
る
か
と
い
っ
た
運
用
面
の
問
題
の
解
決
に
も
時
間
を
費
や
し

た
。
時
間
割
は
図
表
１
の
Ａ
（
50
分
授
業
、
２
単
位
の
場
合
は
１

０
０
分
授
業
）
を
原
則
と
す
る
も
の
の
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の

移
行
措
置
と
し
て
、
２
年
次
以
上
に
つ
い
て
は
１
９
９
５
年
度
お

よ
び
１
９
９
６
年
度
の
２
年
間
に
限
り
、
Ｂ・

Ｃ
（
90
分
授
業
）

の
時
間
割
も
運
用
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
１
０
０
分
授
業

の
場
合
に
、
50
分
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
休
憩
を
と
る
か
連
続
し
て

行
う
か
は
、
教
員
が
初
回
の
授
業
で
受
講
者
の
意
向
を
確
認
し
た

上
で
決
定
す
る
こ
と
も
可
と
し
た
。
さ
ら
に
、
Ａ・

Ｂ
の
時
間
割

に
は
昼
食
休
憩
の
時
間
が
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
学
生
各
自
が
１

日
の
授
業
日
程
を
工
夫
し
て
、
休
憩・

昼
食・

授
業
外
学
修
な
ど 図表1　1995年度 授業時間割

18:30

50
分 90

分
90
分

30分

30分

30分

30分

30分

50分

10分

30分

15:00

17:00

14:50

16:30

09:50

10:30

12:30

14:30

13:20

10:00

10:50
11:00

11:50
12:00

11:00

13:00
12:50

A
09:00

B C
09:00

17:50
18:00

18:50

13:00

13:50
14:00

14:50
15:00

15:50
16:00

16:50
17:00

小特集●多様化する授業時間
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の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

教
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
非
常
勤
教
員
用
の
１
０
０
分
授
業

単
価
を
新
た
に
設
定
し
、
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。
専
任
教
員
に

つ
い
て
は
変
更
が
な
く
、
基
本
担
当
時
間
を
超
過
し
た
場
合
は
超

過
給
支
給
で
対
応
し
た
。

４　
授
業
期
間
と
学
修
時
間

　

大
学
設
置
基
準
で
は
「
１
単
位
当
た
り
の
授
業
外
学
修
を
含
め

た
学
修
時
間
」
は
45
時
間
（
２
７
０
０
分
）
と
し
て
お
り
、
１
時

間
を
60
分
と
し
て
い
る
。
こ
の
45
時
間
の
学
修
は
諸
説
あ
る
が
、

一
説
に
よ
れ
ば
、
大
学
設
置
基
準
制
定
前
の
大
学
基
準
制
定
時
か

ら
、
標
準
的
な
１
週
間
の
平
均
労
働
時
間
か
ら
考
え
出
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
労
働
時
間
で
あ
る
が
、
大
学
基
準
や
大
学

設
置
基
準
が
制
定
さ
れ
た
当
時
は
ま
だ
週
休
２
日
制
が
普
及
し
て

お
ら
ず
、
土
曜
日
も
５
時
間
労
働
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
月
曜
～

金
曜
の
40
時
間
＋
土
曜
の
５
時
間
で
45
時
間
と
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
労
働
基
準
法
は
１
９
４
７
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
１
９
８

８
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
１
日
８
時
間
、
週
40
時
間
を
超
え
て
労

働
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
法
定
労
働
時
間
」
が
定
め
ら
れ

た
。
し
か
し
、
大
学
設
置
基
準
に
お
け
る
「
１
単
位
＝
45
時
間
の

学
修
」
に
つ
い
て
は
何
の
変
更
も
な
く
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
多
く
の
大
学
で
は
１
時
間
を
45
分
と

し
、
６
７
５
分
（
45
分
×
15
回
）
を
も
っ
て
１
単
位
（
２
単
位
：

90
分
×
15
回
＝
１
３
５
０
分
）
と
す
る
授
業
を
設
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
は
90
分
授
業
か
ら
１
０
０
分
ま
た
は
１
０
５
分
授

業
に
切
り
替
え
る
大
学
が
出
て
き
た
。
そ
れ
は
、
２
０
１
３
年
４

月
１
日
の
大
学
設
置
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
第
23
条
が
次
の
よ
う

に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
23
条�　

各
授
業
科
目
の
授
業
は
、
十
週
又
は
十
五
週
に
わ
た

る
期
間
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

教
育
上
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
十
分
な
教
育
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

　

右
記
の
た
だ
し
書
き
以
降
の
条
文
に
よ
り
、
２
単
位
科
目
で
あ

れ
ば
１
３
５
０
分
と
い
う
半
期
の
総
授
業
時
間
数
確
保
を
前
提
に
、

14
週
で
あ
れ
ば
１
０
０
分
授
業
、
13
週
で
あ
れ
ば
１
０
５
分
授
業

と
し
、
15
週
に
よ
る
窮
屈
な
学
事
暦
の
解
消
方
策
の
一
つ
と
し
て

考
え
ら
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
本
学
の
場
合
は
あ
く
ま

で
も
１
日
に
必
要
な
学
修
時
間
（
８
時
間
）
と
し
て
考
え
て
い
る

た
め
、
１
０
０
分
授
業
で
あ
っ
て
も
授
業
は
15
週
（
１
５
０
０
分
）

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
１
０
０
分
や
１
０
５
分
授
業
に
し
て
も

授
業
期
間
（
回
数
）
を
減
ら
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
質
90
分
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授
業
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
履
修
主
義
か
ら
修
得
主
義
と
い
う
学
修
成
果
を
求
め
る

時
代
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
事
暦
の
見
直
し
も
必
要
と
な

る
。
10
週
や
15
週
と
い
う
授
業
期
間
は
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
学

校
年
度
（
４
月
～
翌
年
３
月
）
以
外
の
時
期
は
規
定
さ
れ
て
い
な

い
。
気
候
変
動
の
激
し
い
昨
今
に
見
合
っ
た
適
切
な
授
業
時
期
の

設
定
や
、
教
育
活
動
の
自
己
点
検
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
Ａ
）
が
き
ち
ん
と
で

き
る
期
間
の
確
保
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。

５　
１
０
０
分
授
業
を
導
入
し
て

　

１
０
０
分
授
業
と
い
っ
て
も
、
本
学
は
50
分
を
１
ユ
ニ
ッ
ト
と

し
て
い
る
た
め
、
１
０
０
分
連
続
授
業
以
外
は
50
分
経
過
時
点
で

10
分
間
の
休
憩
が
入
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
生
の
集
中
力
が
90
分

授
業
よ
り
も
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
現
に
90
分
授
業
と
１

０
０
分
授
業
の
両
方
を
受
講
し
た
当
時
の
学
生
か
ら
は
、
１
０
０

分
授
業
の
ほ
う
が
休
憩
が
入
る
た
め
負
担
は
少
な
い
と
い
う
声
が

聞
か
れ
た
。
教
員
か
ら
は
、
授
業
開
始
か
ら
50
分
頃
が
ち
ょ
う
ど

講
義
が
波
に
乗
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
で
、
そ
こ
で
中
断
と
な
る
と

調
子
が
狂
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。
た
だ
、
最

近
は
双
方
向
型
の
授
業
展
開
が
増
え
て
き
た
た
め
、
む
し
ろ
１
０

０
分
連
続
授
業
の
ほ
う
が
運
営
し
や
す
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

ま
た
、
１
０
０
分
授
業
へ
の
移
行
に
よ
り
、
授
業
開
始
時
間
と
終

了
時
間
が
厳
守
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
移
行
検
討
の

段
階
で
、
50
分
授
業
に
教
員
が
遅
刻
し
て
は
意
味
が
な
い
と
い
う

意
見
が
共
有
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
時
間
割
上
、
昼
食

時
間
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
食
堂
の
集
中
混
雑
が

緩
和
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
方
、
本
学
に
お
け
る
祝
日・

休
日
の
授
業
実
施
は
と
い
う
と
、

完
全
に
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
は
新
年
度

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
新
入
生
を
含
む
）
を
前
年
度
３
月
末
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
開
始
日
を
４
月
３
日
と
し
た
。
そ
れ
で
も

春
学
期
は
土
曜・

祝
日
に
そ
れ
ぞ
れ
１
回
、
秋
学
期
は
土
曜
に
３

回
、
祝
日
に
１
回
の
振
替
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
８・

９
月
は
サ

マ
ー・

セ
ッ
シ
ョ
ン
や
通
信
教
育
課
程
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
、
２・

３
月
は
ウ
ィ
ン
タ
ー・

セ
ッ
シ
ョ
ン
や
入
学
試
験
な
ど
が
あ
り
、

余
裕
の
な
い
学
事
暦
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
い
ま
で
は
１
０
０
分
授
業
が
当
然
に
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
１
０
０
分
授
業
に
移
行
後
の
明
確
な
授
業
成
果
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、90
分
授
業
に
比
べ
て
10
分
間
延
び
た
と
い

う
観
点
よ
り
も
、
授
業
の
内
容
や
方
法
の
変
更
に
よ
る
授
業
成
果

の
向
上
と
い
う
考
え
方
の
ほ
う
が
妥
当
な
の
か
も
し
れ
な
い
。�
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は
じ
め
に

　

大
阪
学
院
大
学
で
は
、
２
０
１
７
年
度
、
全
学
部・

学
科
で
教

育
内
容
お
よ
び
方
法
を
見
直
す
と
と
も
に
、
学
年
暦
に
つ
い
て
、

１
９
９
３
年
度
の
セ
メ
ス
タ
ー
制
移
行
以
来
不
変
で
あ
っ
た
編
成

方
針
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
改
変
を
受
け
、
１

講
時
当
た
り
の
授
業
時
間
を
従
前
の
90
分
か
ら
１
０
５
分
へ
と
一

斉
に
移
行
し
た
。

　

以
上
の
経
緯
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
学
年
暦
の
再
考
（
４

学
期
制
の
導
入
）
に
至
っ
た
検
討
経
過
を
振
り
返
り
、
そ
の
う
え

で
１
０
５
分
授
業
の
実
施
状
況
を
述
べ
る
も
の
と
す
る
。

１　
学
び
の
多
様
化
に
対
応
し
た
学
年
暦

　

本
学
に
は
、
年
１
回
の
自
己
点
検・

評
価
を
含
む
恒
常
的
な
内

部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
が
早
く
か
ら
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
学

部・

学
科
間
の
垣
根
が
低
く
、
生
じ
た
課
題
を
全
学
で
速
や
か
に

共
有
し
、
必
要
な
対
策
を
実
行
に
移
す
学
風
が
根
付
い
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
年
々
進
行
す
る
学
生
の
多
様
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け

と
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
、
多
面
的
な
調
査・

分
析
を
経
た
う

え
で
、
具
体
策
を
学
内
で
絶
え
ず
議
論
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

実
際
、
前
世
紀
と
比
べ
、
20
歳
前
後
で
未
就
業
の
日
本
人
学
生

は
、
引
き
続
き
多
数
を
占
め
て
は
い
る
も
の
の
圧
倒
的
で
は
な
く

な
り
、
外
国
人
留
学
生
や
有
職
社
会
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
有
す
る
者
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

多
数
派
で
あ
る
若
年
日
本
人
学
生
の
中
で
も
、
公
的
資
格
の
取
得

や
海
外
留
学
を
強
く
志
向
す
る
者
、
課
外
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
者
が
い
る
一
方
、
趣
味
や
ア
ル

バ
イ
ト
に
没
頭
す
る
あ
ま
り
に
学
業
を
怠
り
が
ち
に
な
る
、
あ
る

小
特
集

多
様
化
す
る
授
業
時
間

１
０
５
分
授
業
へ
の
移
行
経
緯
と
現
況

―
大
阪
学
院
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程・

４
学
期
制
と
一
体
化
し
た
授
業
時
間
改
変
の
試
み

―

大
野 

昌
一
●
大
阪
学
院
大
学・

大
阪
学
院
大
学
短
期
大
学
部
事
務
長
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い
は
大
学
で
の
学
修
習
慣
が
な
か
な
か
身
に
付
か
な
い
者
が
出
て

き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
生
の
多
様
化
、
言
い
換
え
れ
ば
「
学
び
方
が
多

様
な
学
生
」
と
日
々
対
峙
す
る
中
で
、
従
来
型
の
同
質
的
学
生
集

団
を
前
提
と
し
た
教
育
内
容
、
方
法
お
よ
び
制
度
の
ま
ま
で
良
い

の
か
と
い
う
問
題
意
識
が
教
職
員
間
で
徐
々
に
広
が
り
、
こ
の
危

機
感
の
共
有
を
契
機
と
し
て
、
２
０
１
７
年
度
の
全
面
的
な
教
育

課
程
（
教
育
内
容・

方
法
）
の
見
直
し
が
実
現
し
た
。
見
直
し
は
、

全
学
共
通
の
教
養
系
科
目
の
み
な
ら
ず
、
各
学
部・

学
科
の
専
攻

科
目
や
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）、
免
許・

資
格
課
程
ま
で
広
範

に
わ
た
り
、
履
修
要
項
や
卒
業
要
件
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
ほ
か
、

一
部
の
学
部・

学
科
で
は
、
縦
割
り
型
コ
ー
ス
制
か
ら
、
学
び
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
個
々
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
応
じ
て
柔
軟
に
組

み
換
え
ら
れ
る
ク
ラ
ス
タ
制
へ
と
移
行
し
た
。
ま
た
、
英
語
の
み

を
使
用
言
語
と
す
る
科
目
群
で
構
成
し
、
高
度
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
を
選
抜
さ
れ
た
少
人
数
で
一
年
間
学
ぶ
複
数
学
部
横

断
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Language�Educational�Institute�Pro-

gram
）
は
、
２
０
１
７
年
度
よ
り
も
前
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た

が
、
人
気
の
高
ま
り
と
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
求
め
る
声
を

受
け
、
同
年
度
、
３
年
間
ま
で
受
講
を
継
続
で
き
る
よ
う
学
修
内

容
の
拡
充
を
決
定
し
た
。
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加
え
て
、
新
入
生
統

一
基
礎
学
力
調
査
の
実

施
、
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教

育
（
学
習
支
援
室
）
の

強
化
、
学
修
成
果
の
可

視
化
（
公
的
資
格
と
教

育
課
程
と
の
関
係
性
明

示
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

活
用
し
た
成
長
実
感
調

査
）、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
な
ど
、
ハ
ー

ド・

ソ
フ
ト
両
面
に
お

い
て
、
学
び
の
多
様
化
に
対
応
す
る
措
置
を
講
じ
て
き
た
。

　

学
年
暦
編
成
方
針
の
見
直
し
も
、
こ
う
し
た
学
び
の
多
様
化
に

即
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
、
学
年
暦
は
１
年
を
二
等
分
し
、
４
月
か
ら
９
月
ま

で
を
前
期
、
10
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
を
後
期
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
期
内
で
15
週
分
の
授
業
期
間
と
、
一
定
の
補
講
期
間・

試
験

期
間・

長
期
休
暇
を
組
み
込
み
、
ほ
ぼ
全
て
の
授
業
科
目
に
つ
い

て
、
履
修
登
録
か
ら
成
績
評
価
ま
で
の
期
間
を
事
実
上
同
一
に
設

定
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
科
目
の
特
性
や
、
海
外
の
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
事
案
が
ご
く
少

数
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
都
度
個
別
に
ケ
ア
す
る
（
担
当
教
員

の
裁
量
に
委
ね
る
）
も
の
と
し
、
組
織
的
な
対
応
は
必
ず
し
も
十

分
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　

他
方
、
２
０
１
７
年
度
以
後
の
新
教
育
課
程
は
、
学
修
者
の
多

様
性
を
顧
慮
し
た
内
容
（
授
業
科
目
）
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
特
質
を
生
か
し
、
学
修
効
果
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
当
然

な
が
ら
個
々
の
科
目
の
開
講
期
間
設
定
が
柔
軟
に
運
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
特
定
の
公
的
資
格
試
験
の
合
格
を
教

育
目
標
の
一
つ
に
据
え
て
い
る
科
目
で
は
、
当
該
資
格
試
験
日
ま

で
に
授
業
を
修
了
し
て
い
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
ま
た
、
入
学

直
後
の
初
年
次
教
育
科
目
で
は
、
履
修
者
が
大
学
で
の
学
び
に
適

応
し
て
い
る
か
を
早
期
に
把
握
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
個

別
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
５
月
中
に

成
績
評
価
を
下
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
さ
ら
に
、
先
に
も
触
れ
た

が
、
海
外
留
学
を
終
え
、
５
月
や
12
月
に
帰
国
し
た
学
生
た
ち
が

円
滑
に
学
修
を
継
続
で
き
る
よ
う
組
織
的
に
取
り
計
ら
う
こ
と
は
、

大
学
の
責
務
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
に
鑑
み
、
本
学
は
、
新
教
育
課
程
の
発
足
と

同
時
に
、
学
年
暦
の
弾
力
化
へ
と
舵
を
切
り
、
４
学
期
制
の
導
入

アクティブ・ラーニングスペースで課題に取り組む学生
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に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
従
前
の
セ
メ
ス
タ
ー
を

引
き
続
き
維
持
し
つ
つ
、
前
期

を
第
１
タ
ー
ム
、
第
２
タ
ー
ム

お
よ
び
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
、

後
期
を
第
３
タ
ー
ム
、
第
４

タ
ー
ム
お
よ
び
ス
プ
リ
ン
グ

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
大
ま
か
に
区
分

し
、
タ
ー
ム
や
セ
ッ
シ
ョ
ン
単

位
の
開
講
を
可
能
と
す
る
と
と

も
に
、
セ
メ
ス
タ
ー
や
通
年
単

位
、
あ
る
い
は
セ
メ
ス
タ
ー
を

横
断
す
る
ケ
ー
ス
（
例
え
ば
、

サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
第
３

タ
ー
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
）

も
広
く
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、

所
定
期
間
あ
り
き
で
は
な
く
、

個
々
の
授
業
の
特
性
や
学
修
者

の
視
点
に
立
脚
し
、
必
要
な
期

間
を
自
由
に
設
定
で
き
る
も
の

と
し
た
。

２　
授
業
時
間
の
見
直
し

　

こ
う
し
て
授
業
科
目
の
開
講
時
期
を
弾
力
化
し
、
多
様
な
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

こ
れ
と
併
せ
、
１
日
当
た
り
の
授
業
時
間
を
次
の
と
お
り
変
更
し
、

標
準
授
業
回
数
を
従
前
の
15
週
か
ら
13
週
へ
と
改
め
た
。

　

こ
の
時
期
に
変
更
を
行
っ
た
直
接
の
理
由
は
、
１
タ
ー
ム
ま
た

は
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
単
位
（
約
２
カ
月
）
で
授
業
を
完
結
さ
せ
る
場

合
の
必
要
時
間
数
確
保
に
あ
っ
た
が
、
遠
因
と
し
て
は
、
質
問
対

応
を
は
じ
め
学
生
の
個
別
指
導
に
十
分

な
時
間
を
確
保
し
た
い
、
授
業
ご
と
に

異
な
る
教
室
間
の
移
動
に
余
裕
を
持
た

せ
た
い
な
ど
の
要
望
が
、
か
ね
て
か
ら

内
部
質
保
証
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
表

出
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。
実
際
、

１
講
時
当
た
り
の
授
業
時
間
を
従
前
よ

り
も
15
分
間
延
ば
す
ば
か
り
で
な
く
、

各
講
時
間
の
休
憩
を
そ
れ
ぞ
れ
５
分
ず

つ
長
く
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
学

生
の
集
中
力
や
体
力
的
な
負
担
を
考
え
、

正
課
授
業
の
配
当
は
、
平
日
（
月
～
金

１年間の流れ

授業時間

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

前　期 後　期

第1ターム 第2ターム サマー
セッション 第3ターム 第4ターム

冬
期
休
暇

第4ターム スプリング
セッション

ターム科目 試
験ターム科目 試

験 夏期休暇

ターム科目 試
験ターム科目 ターム

科目
試
験セメスター科目 セメスター科目

通年科目 通年科目

講時 2016年度以前 2017年度以後
１ ９：00～10：30 ９：00～10：45
２ 10：40～12：10 11：00～12：45
３ 12：50～14：20 13：30～15：15
４ 14：30～16：00 15：30～17：15
５ 16：10～17：40 17：30～19：15

小特集●多様化する授業時間
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曜
日
）
の
１
講
時
か
ら
4
講
時
に
限
定
し
、
平
日
の
５
講
時
お
よ

び
土
曜
日
は
補
講
に
充
て
る
こ
と
と
し
た
。

３　
１
０
５
分
授
業
へ
の
反
応

　

１
講
時
当
た
り
の
授
業
時
間
が
15
分
延
び
る
点
に
つ
い
て
は
、

学
生・

教
員
共
に
、
長
ら
く
慣
れ
親
し
ん
だ
90
分
か
ら
円
滑
に
順

応
で
き
る
の
か
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
率
直
な
不

安
に
向
き
合
い
、
継
続
的
に
検
証
し
た
う
え
で
解
消
を
図
る
た
め
、

本
学
で
は
、
同
時
期
に
体
制
強
化
し
た
Ｆ
Ｄ
を
活
用
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

Ｆ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
全
学
の
教
育
改
革
を
牽
引
す
る
部
局
で
あ

る
教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
が
一
元
的
に
統
括
管
理
し
、
講
演
会

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
学
修
成
果
測
定
指
標
の
開
発
、
授

業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
調
査
の
実
施
お
よ
び

分
析
な
ど
を
全
て
担
っ
て
い
た
が
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
、
こ
の

セ
ン
タ
ー
の
下
に
、
専
門
部
会
と
し
て
新
た
に
各
学
部
の
Ｆ
Ｄ
推

進
部
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所
属
す
る
学
生
個
々
の
ミ
ク
ロ
な

動
態
に
つ
い
て
把
握・

共
有
す
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
の
諸
施

策
に
反
映
さ
せ
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
１
講
時
当
た
り
の
授
業
時
間
増
加
に
係
る
実
態
調
査・

課
題
抽
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
Ｆ
Ｄ
推
進
部
会
が
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
原
則
と
し
て
毎
月
１
回
以
上
の
頻
度
で
調
査

結
果
に
基
づ
く
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、
１
０
５
分
授
業
に
関
し
て
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

●�

受
講
学
生
の
理
解
度
に
応
じ
た
授
業
展
開
の
軌
道
修
正
が
容
易

と
な
り
、
個
別
対
応
の
時
間
も
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●�

各
回
の
授
業
の
最
後
に
小
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
時
間
が
確
保
で

き
、
有
効
な
復
習
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●�

映
像
な
ど
を
活
用
で
き
る
時
間
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
学
生

同
士
の
討
議
が
一
層
活
発
に
な
っ
た
。

●��

地
域
や
企
業
が
抱
え
る
諸
課
題
を
具
体
的
に
解
決
す
る
た
め
の

授
業
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
で
は
、
グ
ル
ー
プ
発
表
や
ゲ
ス
ト
と
の
意
見

交
換
に
十
分
な
時
間
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
、
授
業
満
足
度
が

以
前
よ
り
も
高
ま
っ
て
い
る
。

●�

入
学
直
後
の
１
年
次
生
に
は
、
高
等
学
校
の
授
業
時
間
（
50
分
）

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
戸
惑
っ
て
い
る
者
が
散
見
さ
れ
た
が
、
前
期

後
半（
第
２
タ
ー
ム
）に
入
る
頃
に
は
慣
れ
、順
応
で
き
て
い
る
。

●�
資
格
取
得
関
連
科
目
で
は
、
試
験
の
実
施
時
期
に
合
わ
せ
て
タ
ー

ム
制
で
開
講
し
、
授
業
時
間
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
濃
密

で
集
中
的
な
学
習
が
功
を
奏
し
、
合
格
率
が
向
上
し
た
。

●�

学
生
の
集
中
力
を
持
続
さ
せ
る
必
要
性
か
ら
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・
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ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
授
業
が
全
学
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
開
講
す
る
全
て
の
授
業
科
目
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て

い
る
「
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
90
分
授
業
で
あ
っ

た
２
０
１
６
年
度
の
総
合
的
な
授
業
の
満
足
度
（
大
い
に
満
足・

満
足
し
て
い
る
）
は
65・

７
％
で
あ
っ
た
が
、
１
０
５
分
授
業
へ

移
行
し
た
２
０
１
７
年
度
の
満
足
度
は
74・

９
％
、
翌
２
０
１
８

年
度
は
75・

０
％
と
上
昇
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
１
０
５
分
授
業
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
実
施

か
ら
２
年
半
以
上
経
過
し
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
肯
定
的
な
受
け

と
め
が
大
勢
を
占
め
て
お
り
、ま
た
、全
体
と
し
て
、授
業
時
間
の

増
加
に
伴
い
休
学・

退
学
や
成
績
不
良
の
者
が
多
く
な
っ
た
と
い

う
事
実
も
一
切
見
受
け
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
４
学
期
制
と
の
相

乗
効
果
に
よ
り
、「
個
々
の
学
生
が
、留
学
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
含
め
、
自
身
の
学
修
活
動
計
画
を
主
体
的

に
立
案
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
所
見
が
広
く
見
ら
れ
、

移
行
当
初
の
漠
然
と
し
た
不
安
感
は
確
実
に
逓
減
し
て
い
る
。

４　
今
後
の
展
望

　

以
上
の
と
お
り
、
新
た
な
教
育
課
程
や
４
学
期
制
と
一
体
的
に

開
始
し
た
１
０
５
分
授
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
目
立
っ
た
混

乱
も
な
く
、
学
生・

教
員
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
タ
ー
ム

単
位
の
授
業
科
目
も
い
ま
や
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
学
内
で
の
教
育
改
善
の
成
果
を
学
外
と
の
連
携

強
化
に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
一

連
の
施
策
は
、
多
様
化
す
る
学
生
へ
の
対
応
が
起
点
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
学
生
が
卒
業
後
に
活
躍
す
る
次
代
の
社
会
は
、
現
在
よ
り
も

格
段
に
多
様
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
本
学
の
使
命
は
、

絶
え
ず
次
代
を
先
取
り
し
、
目
先
で
な
く
大
局
的
観
点
か
ら
、
求

め
ら
れ
る
人
材
の
育
成
シ
ス
テ
ム
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　

本
学
は
、
加
速
度
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
世
界
と
も
、

ま
た
、
本
学
が
立
地
す
る
吹
田
市
域
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
の
自

治
体
、
企
業
、
団
体
あ
る
い
は
地
域
住
民
の
皆
様
と
も
、
早
く
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
連
携・

交
流
事
業
を
進
め
、
相
互
理
解
を
深
め
て

い
る
が
、
そ
う
し
た
学
外
の
方
々
が
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、

高
等
教
育
機
関
と
し
て
十
分
な
解
決
策
を
提
示
で
き
て
い
る
か
と

問
わ
れ
れ
ば
、
道
半
ば
と
応
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

学
内
の
改
善
活
動
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
成
功
の
要
因

を
冷
徹
に
分
析・

評
価
し
、
広
い
視
野
を
も
っ
て
、
社
会
へ
の
貢

献
に
つ
な
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。�
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１　
１
０
０
分
14
週
授
業
導
入
の
背
景

　

芝
浦
工
業
大
学
は
、「
社
会
に
学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者

の
育
成
」
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
、
４
学
部
16
学
科・

１
研
究
科

の
学
生
約
９
０
０
０
名
、
専
任
教
員
約
３
０
０
名
、
専
任
職
員
約

２
０
０
名
か
ら
な
る
中
規
模
私
立
理
工
系
大
学
で
あ
る
。
本
学
は

２
０
２
７
年
に
建
学
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
が
、
２
０
２
７
年
に

向
け
て
次
の
５
項
目
か
ら
な
るCentennial�SIT

�A
ction

を
宣

言
し
て
い
る
。

　

１
．
理
工
学
教
育
日
本
一

　

２
．
知
と
地
の
拠
点
創
造

　

３
．
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
教
育
モ
デ
ル
校

　

４
．
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
先
進
校

　

５
．
教
職
協
働
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

　

本
学
は
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
資
源
の
一
つ
と
し
て
、「
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
」
ほ
か
、
多
く
の
文
部
科

学
省
支
援
事
業
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
１
６
年
度

の
海
外
へ
の
学
生
派
遣
は
１
０
７
０
名
、
短
期
を
含
む
留
学
生
受

け
入
れ
は
８
４
２
名
を
数
え
る
に
至
っ
た
（
そ
の
後
、
２
０
１
８

年
度
に
は
派
遣
１
６
７
１
名
、
受
け
入
れ
１
４
９
０
名
ま
で
増
加

し
て
い
る
）。
こ
う
し
た
状
況
も
あ
っ
て
、
ク
オ
ー
タ
ー
制
導
入
が

検
討
さ
れ
た
結
果
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
１
コ
マ
１
０
０
分
、
半

期
14
週
（
７
週
×
２
ク
オ
ー
タ
ー
）
の
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
１
回
の
授
業
を
90
分
か
ら
１
０
０
分
に
変
更
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
そ
の
差
10
分
を
生
か
し
、
適
切
な
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
生
の
効
果
的
な
学
修
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
が
本
学
の
基
本

方
針
で
あ
る
。

小
特
集

多
様
化
す
る
授
業
時
間

１
０
０
分
14
週
授
業
導
入
の
機
会
を
生
か
す

榊
原 

暢
久
●
芝
浦
工
業
大
学
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
教
授
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２　
導
入
ま
で
の
準
備

　

90
分
15
週
で
実
施
し
て
い
た
授
業
を
１
０
０
分
14
週
で
実
施
す

る
授
業
に
再
設
計
す
る
際
、「
１
回
の
授
業
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

授
業
の
15
／
14
の
内
容
を
教
授
す
る
」
と
い
う
変
更
で
は
、
学
生

の
効
果
的
な
学
修
の
実
現
に
は
ほ
ど
遠
い
。
２
０
１
７
年
度
に
１

０
０
分
14
週
授
業
に
変
更
す
る
に
当
た
り
、
教
職
員
の
共
通
認
識

を
得
る
た
め
、
２
０
１
６
年
11
月
に
は
全
教
員
の
参
加
に
よ
る
Ｆ

Ｄ
講
演
会
を
実
施
し
た
。
東
京
大
学
で
は
既
に
90
分
授
業
か
ら
１

０
５
分
授
業
に
変
更
し
て
い
た
の
で
、
東
京
大
学・

栗
田
佳
代
子

先
生
に
講
演
を
お
願
い
し
、「
１
０
０
分
14
週
へ
の
変
化
を
学
生
の

学
び
に
ど
う
活
か
す
か
」
と
い
う
題
目
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

こ
の
講
演
の
主
旨
は
、
授
業
設
計
の
基
本
で
あ
る
「
最
初
に
達
成

目
標
を
明
確
に
し
、
そ
の
目
標
を
適
切
に
評
価
す
る
方
法
を
設
定

し
、
そ
の
後
に
授
業
手
法
や
授
業
外
学
修
課
題
を
設
計
す
る
」
こ

と
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
適
切
な
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
る
機
会
と
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
内
容
が
学
内
で
好

意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
１
０
０
分
14
週
授
業
導

入
を
比
較
的
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
シ
ラ
バ
ス
改
訂
に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
。

授
業
の
達
成
目
標
は
各
学
科・

コ
ー
ス
の
デ
ィ
プ
ロ
マ・

ポ
リ
シ
ー

に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。
各
学
科
で
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ・

ポ
リ

シ
ー
を
さ
ら
に
詳
細
に
記
述
し
た
学
修・

教
育
到
達
目
標
が
策
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
授
業
の
各
達
成
目
標
が
学
修・

教
育
到
達
目

標
の
い
ず
れ
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
シ
ラ
バ
ス
上
に
表
示

す
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
各
達
成
目
標
と
そ
の
目
標
を
評
価
す

る
方
法
と
の
対
応
や
成
績
全
体
に
占
め
る
割
合
も
、
シ
ラ
バ
ス
上

に
表
示
す
る
よ
う
に
し
た
。
例
え
ば
、
私
が
担
当
す
る
「
芝
浦
工

業
大
学
通
論
」
で
は
、

達
成

目
標

小
テ
ス
ト

ミ
ニ
ッ
ツ

ペ
ー
パ
ー

レ
ポ
ー
ト

ポ
ス
タ
ー

発
表

合 

計

１

24
％

６
％

５
％

35
％

２

12
％

５
％

５
％

22
％

３

18
％

10
％

15
％

43
％

と
い
う
表
示
に
な
る
。

　

シ
ラ
バ
ス
上
で
「
達
成
目
標
を
明
確
に
し
、
そ
の
目
標
を
適
切

に
評
価
す
る
方
法
を
設
定
」
し
た
後
は
、
授
業
外
学
修
課
題
を
設

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
学
の
シ
ラ
バ
ス
で
は
、
既
に
各
回

の
授
業
外
学
修
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
必
要
時
間
に

つ
い
て
の
全
学
的
な
共
通
認
識
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
。
大
学
設

置
基
準
に
よ
る
単
位
制
の
考
え
方
は
、
授
業
内・

外
の
学
修
時
間

を
元
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
大
学
設
置
基
準
に
は
「
一
単
位
の
授

小特集●多様化する授業時間

81 大学時報　2020.1



業
科
目
を
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
つ
て
構

成
す
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
「
時
間
」

は
「
単
位
時
間
」
の
意
味
な
の
で
、
本
学
で
は
「
１
単
位
時
間
」

を
45
分
と
明
確
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
単
位
当
た
り
の
必
要

な
（
半
期
14
週
を
通
し
て
の
）
授
業
外
学
修
総
時
間
は
、

　
【
45
単
位
時
間
（
２
０
２
５
分
）】

－【
授
業
時
間
数
】

で
決
ま
る
。
例
え
ば
、
１
０
０
分
14
週
の
授
業
を
実
施
し
た
場
合
、

授
業
形
態
ご
と
に
左
記
の
授
業
外
学
修
時
間
が
必
要
に
な
る
。

　
【
週
１
コ
マ
２
単
位
の
講
義・
演
習
】

　
　

授
業
外
学
修
時
間
２
６
５
０
分
（
１
週
当
た
り
約
１
９
０
分
）

　
【
週
２
コ
マ
２
単
位
の
実
験・

実
習
】

　
　

授
業
外
学
修
時
間
１
２
５
０
分
（
１
週
当
た
り
約
90
分
）

　

シ
ラ
バ
ス
に
は
、
毎
回
の
授
業
外
学
修
課
題
に
加
え
て
、
そ
れ

ら
に
必
要
な
学
修
時
間
を
明
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
学
修
時
間
で

単
位
制
を
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
取
得
す
る
単
位
と
学
生
の
学
修
時
間
に
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
は
各
授
業
で
ど
の
程
度
の
時
間

を
要
す
る
授
業
外
学
修
課
題
を
課
す
か
／
課
し
て
い
る
か
を
認
識

し
た
上
で
、
単
位
数
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
を
議
論
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

シ
ラ
バ
ス
を
大
規
模
に
改
訂
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
教
務
系

職
員
を
中
心
と
し
て
、
教
職
協
働
で
「
シ
ラ
バ
ス
ガ
イ
ド
」
も
作

成
し
た
（
本
学
の
シ
ラ
バ
ス
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
）。

http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/docs/syllabusguide.�
pdf３　

教
職
員
へ
の
支
援

　

理
工
学
分
野
の
特
徴
と
し
て
、
長
い
歴
史
の
中
で
知
識
が
体
系

化
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
積
み
上
げ
式
に
基
礎
知
識
を
修

得
し
て
い
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
特
に
講
義
科

目
で
は
、
大
人
数
授
業
や
知
識
伝
達
型
の
授
業
に
な
り
や
す
い
。

シ
ラ
バ
ス
は
授
業
を
実
施
す
る
上
で
の
骨
組
み
で
あ
る
が
、
シ
ラ

バ
ス
を
整
備
し
た
だ
け
で
は
効
果
的
な
授
業
実
施
を
担
保
で
き
る

と
は
い
え
な
い
。
授
業
設
計
の
基
本
を
確
認
し
、
授
業
で
用
い
る

手
法
、
特
に
Ａ
Ｌ
の
導
入
方
法
や
、
そ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
、
体
験
す
る
機
会
が
必
要
で
あ
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
本
学・

教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

は
２
０
１
６
年
度
よ
り
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
教
育
関
係
共
同
利

用
拠
点
（
大
学
の
職
員
の
組
織
的
な
研
修
な
ど
の
実
施
機
関
）
に

認
定
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
大
学・

高
専
な
ど
の
教
職
員・

非
常

勤
講
師・
ポ
ス
ド
ク
の
方
々
に
対
し
て
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
す
る
こ
の
種
の
拠
点
は
、
２
０
１
９
年
８
月
現
在
、
13
大
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学
14
拠
点
あ
り
、
理
工
学
分
野
で
は
本
学
が
唯
一
で
あ
る
。
本
拠

点
は
、
理
工
系
教
員
と
し
て
必
須
の
基
礎
的・

共
通
的
内
容
を
ベ
ー

ス
に
、
理
工
系
教
育
に
関
わ
る
教
職
員
に
必
要
な
能
力
を
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
Ｗ
Ｓ
）
や
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
（
本
学
の
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
は
文
末
を
参
照
）。

　
「
授
業
デ
ザ
イ
ン
Ｗ
Ｓ
」
や
「
学
生
主
体
の
授
業
運
営
手
法
Ｗ

Ｓ
」
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
授
業
設
計
の
方
法
や
Ａ
Ｌ

の
導
入
方
法
、
そ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
知
り
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
記
二
つ
の
Ｗ
Ｓ
参
加
者

累
計
は
、
２
０
１
９
年
11
月
末
で
学
内
外
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
１

５
９
名
、
１
９
０
名
に
上
る
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
度
末
時
点
で

Ａ
Ｌ
を
導
入
し
た
科
目
は
全
科
目
の
７
割
程
度
に
ま
で
増
加
し
た
。

４　
改
善
の
仕
組
み

　

２
０
１
７
年
度
に
始
ま
っ
た
１
０
０
分
14
週
授
業
で
あ
る
が
、

こ
の
制
度
が
さ
ら
に
適
正
に
進
む
よ
う
な
改
善
の
仕
組
み
も
欠
か

せ
な
い
。
シ
ラ
バ
ス
の
大
規
模
改
訂
に
合
わ
せ
て
、
学
科
ご
と
に

シ
ラ
バ
ス
相
互
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組
み
も
作
ら
れ
た
。
科
目
担
当
者

以
外
の
教
員
が
既
定
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
つ
い
て
確
認
し
、
修
正

の
必
要
が
あ
る
部
分
は
科
目
担
当
者
が
改
訂
し
、
学
科
ご
と
に
ま

と
め
て
学
科
長
か
ら
学
部
長
に
報
告
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
身
の
授
業
で
実
際
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
も
、

そ
の
後
の
授
業
改
善
に
有
益
で
あ
る
。
個
々
の
教
員
は
授
業
改
善

に
不
断
の
努
力
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
教
え
る
側
の
視
点
に
基

づ
く
改
善
で
あ
っ
て
、
実
際
に
「
授
業
内
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
」
を
学
生
の
視
点
か
ら
捉
え
た
情
報
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

本
学
に
は
、
学
生
の
立
場
か
ら
授
業
観
察
な
ど
を
行
い
、
授
業
改

善
の
支
援
を
す
る
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
（Students�Consulting�on�

T
eaching

）
と
い
う
制
度
が
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
を
利
用
す
る
教
員

は
担
当
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
学
生
と
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
授
業
内
活
動

に
関
す
る
教
員
の
意
図
や
、
教
室
内
で
観
察
し
て
ほ
し
い
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
共
有
す
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
学
生
は
、
授
業
観
察
を
経
て
、

後
日
、
観
察
内
容
を
ま
と
め
た
報
告
書
お
よ
び
教
員・

履
修
者
の

言
動
を
詳
細
に
記
録
し
た
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
基
に
、
授
業

で
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
教
員
に
説
明
す
る
。
こ
の
時
、
教

員
は
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
学
生
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
２
０
１

９
年
11
月
末
現
在
、
学
内
で
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
を
利
用
し
た
教
員
は
延
べ

85
名
に
上
る
。
本
学
で
は
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

作
成
し
た
教
員
や
、
こ
れ
か
ら
テ
ニ
ュ
ア
を
と
る
助
教
の
教
員
の

方
々
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
利
用
を
お
勧
め
し
て
い
る
（
本
学
の
Ｓ
Ｃ
Ｏ

Ｔ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
）。
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http://edudvp.shibaura-it.ac.jp/scot/

５　
課　
題

　

本
学
で
１
０
０
分
14
週
授
業
が
始
ま
っ
て
３
年
、
当
初
こ
そ
授

業
時
間
変
更
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
１
０
０
分
授
業
へ
の
対
応

が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、

い
く
つ
か
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
問
題
か
ら
始
業
時
間
を
変
え
ず
に
対
応

し
た
の
で
、
昼
休
み
が
40
分
と
短
く
な
っ
た
。
ま
た
、
補
講
を
実

施
し
よ
う
と
す
る
と
、
土
曜
日
以
外
で
は
18
時
40
分
に
始
ま
る
６

限
に
設
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
が
多
く
、
終
了
が
20
時
20
分
と
、

か
な
り
遅
い
時
間
に
な
っ
て
し
ま
う
。
履
修
登
録
で
き
る
コ
マ
数

を
曜
日
単
位
で
制
限
す
る
な
ど
の
解
決
策
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

れ
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

１
０
０
分
14
週
授
業
導
入
の
そ
も
そ
も
の
理
由
の
一
つ
で
あ
っ

た
ク
オ
ー
タ
ー
制
は
、
週
１
回
７
週
の
授
業
で
は
扱
え
る
こ
と
が

限
ら
れ
て
お
り
、
週
に
複
数
回
の
授
業
設
定
の
ほ
う
が
、
学
生
の

効
果
的
な
学
修
実
現
に
は
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
近
い
将

来
の
新
学
科・

新
コ
ー
ス
開
設
時
に
は
、
こ
の
点
に
も
考
慮
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
が
望
ま
れ
る
。

　

個
々
の
授
業
に
関
す
る
教
員
支
援
や
改
善
の
仕
組
み
は
整
い
つ

つ
あ
る
が
、
一
連
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
課
題
発
見
や
改
善

支
援
の
仕
組
み
も
整
っ
た
と
は
い
い
難
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
検

討・

支
援
す
る
た
め
に
、
本
学
の
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ

ン
タ
ー
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
門
が
新
設
さ
れ
た
。

今
後
、
現
状
の
把
握
と
問
題
意
識
の
共
有
か
ら
始
め
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
整
合
性
を
と
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。�
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「理工学教育共同利用拠点」プログラム一覧（学外提供プログラムのみ掲載）

【教育能力開発（ED：Educational Development）プログラム】

⑴　理工系教育に関わる教員の基礎的・共通的な能力開発
1. 授業外学修を促すシラバスの書き方 WS
2. 授業デザイン WS
3. 学生主体の授業運営手法 WS
4. 学生主体の授業運営手法 WS 実践編
5. 英語による授業のための WS
6. 英語による授業のためのスキルアップ研修
7. ルーブリック評価入門 WS
8. 理系レポート評価に関する研修
9. ティーチングポートフォリオ（TP）作成・完成 WS

⑵　理工系教育の強みをさらに伸ばす能力開発
1. 研究室指導に必要なコーチング技能入門 WS
2. 実験・実習の授業設計入門 WS
3. 体系的なプロジェクトマネジメントを活用した授業設計入門
4. デザイン能力を育成する授業設計入門
5. 反転授業入門 WS
6. グローバル PBL の新規設計と運営のノウハウ
7. グローバル PBL 参加
8. SCOT 研修へのオブザーバー参加

【研究能力開発（RD：Research Development）プログラム】

1. 研究内容を分かりやすい言葉で伝えるための WS
2. 教育成果を可視化するための統計手法入門
3. 高等教育開発セミナー（日本高等教育開発協会と共催）

【マネジメント能力開発（MD：Management Development）プログラム】

1. 産学連携の知的財産マネジメントについて理解する研修
2. 大学におけるダイバーシティについて理解する研修
3. アカデミックポートフォリオ作成・完成 WS
4. FDer & SDC 養成講座（愛媛大学と共催）
5. カリキュラムコーディネーター養成講座（日本高等教育開発協会と共催）

小特集●多様化する授業時間
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１　
教
育
改
革
へ
の
取
り
組
み

　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
12
月
に
、
東
京
大
学
で
秋
季
入
学
が

構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
学
内
外
に
公
表
さ
れ
て
以
降
、
東
京
大

学
の
各
構
成
部
局
で
は
、
秋
季
入
学
へ
の
移
行
の
是
非
を
論
じ
る

議
論
が
公
式・

非
公
式
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
秋
季
入
学
構
想
の

主
眼
は
、
学
事
暦
の
始
期
と
終
期
を
海
外
諸
大
学
と
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
学
生
が
留
学
に
出
や
す
い
教
育
環
境
を
整
え
る
（
留

学
生
の
送
り
出
し
）
と
と
も
に
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
を
呼
び
込

み
や
す
い
教
育
環
境
を
整
え
（
留
学
生
の
受
け
入
れ
）、
も
っ
て
教

育
の
国
際
化
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
こ
の
秋
季
入
学
構
想
が
学
内
で

検
討
さ
れ
た
経
緯
や
、
結
果
と
し
て
秋
季
入
学
構
想
自
体
が
後
景

に
退
い
た
経
緯
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
こ

の
構
想
が
い
わ
ば
「
起
爆
剤
」
と
な
り
、
教
育
の
国
際
化
が
何
を

意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
ン
パ
ス
形
成

の
望
ま
し
い
姿
は
何
か
な
ど
に
つ
い
て
、
大
学
本
部
で
、
ま
た
各

構
成
部
局
で
議
論
が
闘
わ
さ
れ
た
結
果
、
学
事
暦
の
始
期・

終
期

の
問
題
よ
り
も
、
教
育
を
行
う
枠
組
み
と
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ

り
方
に
議
論
が
収
斂
し
て
い
っ
た
こ
と
は
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
一
連
の
検
討
の
な
か
で
は
、
ま
ず
東
京
大

学
と
し
て
あ
る
べ
き
人
材
育
成
像
は
何
か
を
確
定
し
、
そ
う
し
た

人
材
育
成
と
の
関
係
で
現
行
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
は
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
の
か
を
評
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
う
し

た
確
定
と
評
定
に
基
づ
か
な
く
て
は
、
現
行
シ
ス
テ
ム
の
ど
こ
を
、

ど
の
よ
う
に
改
善
す
べ
き
か
を
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

東
京
大
学
は
、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
３
月
に
『
東
京
大
学

憲
章
』
を
制
定
し
て
お
り
、
そ
こ
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
人
材
像

と
し
て
「
世
界
的
視
野
を
も
っ
た
市
民
的
エ
リ
ー
ト
」
を
掲
げ
て

小
特
集

多
様
化
す
る
授
業
時
間

１
０
５
分
授
業
の
経
緯
と
実
践
―
東
京
大
学
の
試
み

森
山 

工
●
東
京
大
学 

大
学
執
行
役・

副
学
長

862020.1　大学時報



い
る
。
こ
の
人
材
育
成
像
を
具
体
的
な
教
育
現
場
に
落
と
し
込
む

な
ら
ば
、
育
成
す
べ
き
人
材
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

◯�

主
体
性
と
能
動
性
を
備
え
、
批
判
的
思
考
力
に
よ
っ
て
み
ず

か
ら
の
認
識
を
鍛
え
、
社
会
的・

公
共
的
な
責
任
感
と
使
命

感
を
も
っ
て
行
動
す
る
人
材
。

◯�

異
な
る
価
値
観
を
理
解・

尊
重
し
、
多
様
性
に
開
か
れ
た
志

向
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
も
つ
と
と
も
に
、
世

界
と
他
者
と
の
か
か
わ
り
で
自
己
の
位
置
を
測
定
す
る
よ
う

な
自
己
相
対
性
を
備
え
た
人
材
。

　

他
方
、
こ
う
し
た
人
材
の
育
成
に
と
っ
て
、
現
行
の
教
育
シ
ス

テ
ム
が
有
す
る
課
題
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
諸
点
が
挙
げ
ら
れ

た
。◯�

学
生
が
集
団
志
向
性
の
中
で
均
質
化
し
て
お
り
、
個
と
し
て

の
主
体
性
を
発
揮
し
よ
う
と
し
な
い
（
学
生
の
均
質
化
）。

◯�

自
分
の
関
心
に
応
じ
た
履
修
よ
り
も
、
成
績
評
価
で
高
得
点

を
望
め
る
教
員
や
授
業
の
履
修
を
優
先
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る

（
点
数
至
上
主
義
へ
の
偏
り
）。

◯�

履
修
に
お
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
選
択
を
回
避
し
た
り
、

思
い
切
っ
た
学
習
（
留
学
を
含
む
）
や
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン

な
ど
）
を
回
避
し
た
り
す
る
傾
向
が
あ
る
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
な
学
習
態
度
の
少
な
さ
）。

◯�

履
修
コ
マ
数
が
過
剰
と
な
る
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
授
業
ご

と
の
学
習
の
総
量
が
相
対
的
に
少
な
い
（
実
質
的
な
学
習
の

少
な
さ
）。

◯�

国
際
感
覚
に
乏
し
く
、
語
学
力
（
特
に
英
語
力
）
が
低
い
（
国

際
性
の
乏
し
さ
）。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
弱
点
を
克
服
し
、
教
育
シ
ス
テ
ム

を
改
善
す
べ
き
も
の
と
し
て
教
育
改
革
が
構
想
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
あ
る
一
つ
の
観
点
か
ら
の
み
教
育
改
革
を
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
観
点
の
有
機
的
な
統
合
の
下
に
全
体
と

し
て
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
改
善
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
こ
の
取
り
組
み
は
「
学
部
教
育
の
総
合
的
改
革
」
と
い

う
名
称
で
呼
び
慣
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

２　
学
部
教
育
の
総
合
的
改
革

　

こ
う
し
て
始
動
し
た
教
育
改
革
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
ま
た
、

検
討
経
緯
の
詳
細
は
省
か
ざ
る
を
え
な
い
。
前
述
の
克
服
す
べ
き

諸
課
題
に
即
し
て
取
り
組
み
を
略
述
し
た
い
。

　
「
学
生
の
均
質
化
」
に
つ
い
て
は
、
英
語
に
よ
る
授
業
の
履
修
の

み
で
学
位
取
得
を
可
能
と
す
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
教
養
学
部
英

語
コ
ー
ス
」（PEA

K

：Program
s�in�English�at�K

om
aba

）
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が
設
置
さ
れ
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
留
学
生
を
呼
び
込

む
制
度
が
整
え
ら
れ
て
、
学
生
の
属
性
の
多
様
化
を
図
る
仕
組
み

が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
入
学
者
の
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
目
を
配
り
、
多
様
な
学
生
構
成
を
実
現
す
べ
く
、
従
来
の
後
期

日
程
入
試
に
代
え
て
推
薦
入
試
の
制
度
を
設
け
た
。

　
「
点
数
至
上
主
義
へ
の
偏
り
」
に
つ
い
て
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

に
重
点
を
置
く
学
部
１・
２
年
次
（
前
期
課
程
）
か
ら
、
専
門
教

育
に
重
点
を
置
く
学
部
３・
４
年
次
（
後
期
課
程
）
へ
の
接
続
部

分
を
進
学
選
択
制
度
と
し
て
改
善
し
、
前
期
課
程
の
学
び
に
お
い

て
学
生
が
点
数
至
上
主
義
に
走
る
こ
と
を
抑
制
す
る
よ
う
な
方
式

を
導
入
し
た
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
学
習
態
度
の
少
な
さ
」
に
つ
い
て
は
、
特

に
入
学
直
後
の
初
年
次
教
育
に
力
点
を
置
き
、
中
等
教
育
の
学
び

か
ら
大
学
の
学
び
へ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
刷
新
を
果
た
す
こ
と

に
意
を
用
い
る
と
と
も
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
方
式
の
授

業
を
積
極
的
に
拡
充
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
学
生
の
側
か
ら
の

能
動
的
な
関
与
を
動
機
付
け
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
入
学
直

後
に
１
年
間
の
特
別
休
学
を
認
定
す
る
「
初
年
次
長
期
自
主
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（FLY

�Program

：Freshers’�Leave�Y
ear�

Program

）
を
設
け
て
、
こ
の
間
に
学
生
が
自
主
的
に
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
活
動
に
従
事
し
、
知
見
を
広
げ
る
機
会
を
与
え
る
制
度
を

創
始
し
た
。

　
「
実
質
的
な
学
習
の
少
な
さ
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
卒
業
ま
で
に

必
要
な
修
得
単
位
数
を
お
よ
そ
８
割
程
度
に
ま
で
削
減
し
、
そ
れ

と
と
も
に
教
育
内
容
の
見
直
し
を
含
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
行
っ

た
。
ま
た
、
学
事
暦
に
関
連
し
て
は
、
従
来
の
２
セ
メ
ス
タ
ー
制

と
併
用
す
べ
く
４
タ
ー
ム
制
を
導
入
し
、
週
複
数
回
授
業
を
設
定

す
る
な
ど
、
教
育
分
野
と
教
育
内
容
に
応
じ
て
集
中
的
な
学
び
を

可
能
と
す
る
仕
組
み
を
整
備
し
た
。
キ
ャ
ッ
プ
制
の
導
入
も
併
せ

て
行
い
、
学
生
の
過
剰
履
修
を
避
け
る
と
と
も
に
、
授
業
外
の
自

学
自
習
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　
「
国
際
性
の
乏
し
さ
」
に
つ
い
て
は
、
上
記
「
教
養
学
部
英
語

コ
ー
ス
」
の
授
業
を
、
コ
ー
ス
外
の
一
般
学
生
に
も
履
修
可
能
と

す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
ン
パ
ス
が

形
成
さ
れ
る
素
地
を
つ
く
っ
た
。
ま
た
、
前
述
の
４
タ
ー
ム
制
の

導
入
に
当
た
っ
て
、
学
部
２
年
次
の
第
２
タ
ー
ム
（
お
お
む
ね
６

月
か
ら
７
月
に
相
当
）
に
は
科
目
指
定
の
必
修
科
目
を
配
当
し
な

い
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
よ
り
学
部
２
年
生
が
、
こ
の
タ
ー
ム
に
続

く
夏
季
休
業
期
間
と
合
わ
せ
て
、
海
外
修
学
に
出
や
す
い
環
境
を

整
備
し
た
。
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３　
１
０
５
分
授
業
の
経
緯
と
実
践

　

授
業
時
間
が
１
コ
マ
１
０
５
分
に
な
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
「
学

部
教
育
の
総
合
的
改
革
」
の
一
環
と
し
て
の
措
置
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
教

育
改
革
と
い
う
内
発
的
な
要
因
に
加
え
て
、
総
授
業
時
間
数
の
確

保
と
い
う
外
発
的
な
要
因
も
強
く
作
用
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、

「
１
３
５
０
分
問
題
」
で
あ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
一
つ
の
授
業
科
目
当
た
り
１
３
５
０
分
の

総
授
業
時
間
数
を
必
要
と
す
る
と
い
う
考
え
は
、
１
回
当
た
り
90

分
の
授
業
を
セ
メ
ス
タ
ー
当
た
り
15
回
実
施
す
る
と
い
う
慣
行
か

ら
き
て
い
る
。
こ
れ
は
慣
行
で
あ
り
、
法
令
上
の
根
拠
の
あ
る
規

定
で
は
な
い
が１、
こ
の
慣
行
に
従
う
か
ぎ
り
、
東
京
大
学
の
複
数

の
教
育
部
局
（
前
期
課
程
に
責
任
を
も
つ
教
養
学
部
を
含
む
）
で

は
、
セ
メ
ス
タ
ー
当
た
り
15
回
の
授
業
回
数
を
確
保
す
る
こ
と
が

極
め
て
困
難
で
あ
り
、
学
事
暦
上
の
過
密
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
授
業
回
数
を
セ
メ
ス
タ
ー
当
た
り
13
回
に
設
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
過
密
状
態
を
緩
和
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
で

も
、
年
度
に
よ
っ
て
は
13
回
の
確
保
で
さ
え
容
易
で
は
な
く
、
土

曜
日
や
休
日
を
授
業
や
試
験
に
使
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合

も
あ
る
。
そ
し
て
、
セ
メ
ス
タ
ー
当
た
り
の
授
業
回
数
を
13
回
に

す
る
こ
と
に
応
じ
て
、
そ
れ
を
総
授
業
時
間
数
１
３
５
０
分
に
合

わ
せ
る
べ
く
逆
算
し
た
結
果
、
１
回
当
た
り
の
授
業
時
間
１
０
５

分
を
導
き
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
教
養
学
部
の
場
合
、
そ
れ
ま
で
は
１
回
当
た
り
の
授

業
時
間
を
90
分
で
編
成
し
て
い
た
た
め
、
授
業
時
間
が
15
分
延
び

る
こ
と
に
な
る
。
授
業
間
の
休
み
時
間
（
教
室
移
動
時
間
を
含

む
）、
な
ら
び
に
昼
休
み
を
最
低
限
確
保
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
朝
の

始
業
時
刻
を
早
め
る
（
そ
れ
ま
で
は
９
時
始
業
で
あ
っ
た
の
を
８

時
30
分
始
業
に
早
め
る
）
必
要
が
あ
り
、
ま
た
逆
に
、
終
業
時
刻

を
遅
く
す
る
（
５
時
限
目
終
了
を
18
時
35
分
に
す
る
）
必
要
も
あ

る
。
こ
れ
が
、
学
生
の
課
外
活
動
に
と
っ
て
は
負
の
影
響
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
の
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

学
生
に
と
っ
て
も
教
員
に
と
っ
て
も
、
１
０
５
分
に
わ
た
っ
て
集

中
力
を
持
続
さ
せ
る
の
に
は
少
な
か
ら
ぬ
負
荷
が
か
か
る
。
だ
が
、

教
育
シ
ス
テ
ム
の
総
合
的
な
改
革
と
い
う
構
想
と
の
か
か
わ
り
で

い
え
ば
、
こ
れ
を
教
育
の
い
っ
そ
う
の
充
実
化
と
い
う
方
向
に
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
た
と
え
ば
教
養
学
部
に
お
い
て
は
、
東
京
大
学
大

学
院
総
合
文
化
研
究
科・

教
養
学
部
の
附
置
機
関
で
あ
る
教
養
教

育
高
度
化
機
構
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
部
門
が
主
体
と
な
っ

て
、『Plus�fifteen�m

inutes.�H
ow

�can�w
e�enjoy�plus�⓯

�
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m
inutes�?

』
と
い
う
冊
子
を
制
作
し
、
教
員
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
務
め
た２。
こ
こ
に
は
、「
＋
15
分
」
の
活
用

の
仕
方
が
、
主
と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
観
点
か
ら
有

益
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

じ
っ
さ
い
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
方
式
の
拡
充
は
、
前

述
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
学
習
態
度
」
を
涵
養
す
る
上
で
目
論

見
ら
れ
て
い
た
事
項
で
あ
り
、
学
部
教
育
の
総
合
的
改
革
と
い
う

志
向
性
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
文
献
講
読

や
外
国
語
精
読
な
ど
の
授
業
科
目
に
お
い
て
は
、
学
生
側
か
ら
の

積
極
的
な
参
加
と
応
答
を
促
す
上
で
、
１
０
５
分
と
い
う
授
業
時

間
に
は
一
定
の
使
い
で
が
あ
り
、
授
業
運
営
に
あ
た
っ
て
有
効
に

作
用
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
講
義
科
目
に
つ
い
て
は
、
教

員
の
一
方
的
な
講
義
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
１
０
５

分
の
要
所
要
所
に
質
疑
応
答
の
時
間
を
は
さ
む
な
ど
、
学
生
の
積

極
性
を
促
す
取
り
組
み
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、

「
＋
15
分
」
に
よ
っ
て
、
学
生
の
主
体
的
な
授
業
参
加
や
教
員
へ
の

応
答
、
あ
る
い
は
学
生
相
互
間
の
や
り
と
り
を
促
す
余
地
が
生
ま

れ
、
大
学
の
学
び
に
対
す
る
学
生
の
能
動
性
の
涵
養
や
動
機
付
け

を
図
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、

「
＋
15
分
」
は
、
学
部
教
育
の
総
合
的
改
革
に
お
い
て
こ
そ
実
現
し

た
施
策
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
１
０
５
分
授
業
に
も
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
１
日
の
終
業
時
刻
が
遅
く
に
ず
れ
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
課
外
活
動
が
影
響
を
受
け
る
と
い
う
の

は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
後
期
課
程
の
理
科
系
教
育
部
局

に
お
い
て
は
、
実
験
実
習
な
ど
の
科
目
に
お
い
て
、
２
コ
マ
連
続

で
授
業
を
組
む
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
授
業
時
間
が
２
１

０
分
と
な
っ
て
、
学
生
に
と
っ
て
も
教
員
に
と
っ
て
も
少
な
か
ら

ぬ
負
担
を
生
ん
で
い
る
。
総
じ
て
、
１
コ
マ
１
０
５
分
と
い
う
設

定
が
、
学
生
の
側
か
ら
見
た
と
き
に
１
日
の
時
間
運
営
の
窮
屈
さ

と
し
て
現
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
だ
が
、
こ
の
点
で
は
、
授
業

科
目
の
出
し
方
や
履
修
指
導
の
あ
り
方
な
ど
に
い
ま
以
上
の
工
夫

を
凝
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
履
修
す
る
授
業
が
過
密
に
な

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
学
生
に
一
定
の
余
裕
を
も
っ
た
時
間
運

営
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

学
部
教
育
の
総
合
的
改
革
が
実
施
に
移
さ
れ
て
、
ま
だ
本
年
度

が
５
年
目
で
あ
り
、
教
員
の
側
も
教
育
内
容
と
教
育
方
法
を
１
０

５
分
13
回
授
業
に
最
適
化
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
り
長

期
的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
総
合
的
な
教
育
改
革
の
本
義
を
絶
え

ず
心
に
と
め
、
教
員
側
が
た
ゆ
ま
ざ
る
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ・

デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
が
、「
＋
15
分
」
を
教
育
の

実
質
化
と
い
う
観
点
か
ら
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
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こ
と
が
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。�

●
注

１　

仲
井
邦
佳
「
大
学
の
単
位
制
度
と
学
年
暦

―
「
１
単
位
＝
45

時
間
」
と
「
１
科
目
＝
１
３
５
０
分
説
（
15
週
論
）」」『
立
命
館
産

業
社
会
論
集
』
51
巻
４
号
、
２
０
１
６
年
。

２　

本
冊
子
は
以
下
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

http://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/w
p-content/uploads/2016/08/�

plus15m
inutes.pdf

（
ア
ク
セ
ス
日
：
２
０
１
９
年
12
月
５
日
）

Plus fifteen minutes. How can 
we enjoy plus 15 minutes?

Plus fifteen minutes.

目次
＊	105分になると何

が起きるのか？・ ・
・・・・・ 6

・	 105 分授業実施
の留意点・ ・・・・

・・・・・・・
7

＊	105分をこう使う
！・ ・・・・・・・

・・・・・ 10

・	 ＋ 15 分の活動を
取り入れる・・・・・

・・・・・・ 11

♢	授業をスムーズに
始めるための手法	♢

前時の復習、予習
・・・・・・・・・

・・・・・・・・
・・・ 11

T/F テスト（正誤テ
スト）・・・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・ 11

クイズ（多肢選択
式の質問）で理解

度を確かめる・・・
・・・・・・ 12

覚えていることや
理解していること

を紙に書きだす・・
・・・・・・ 13

学生の状態（事前
知識）を知る・・・

・・・・・・・・
・・・ 14

Background・Know
ledge・Probe（背景

知識の調査）・・・・
・・・・・ 14

教員と学生・学生
どうしの関係構築

・・・・・・・・・
・・・ 15

インタビューと他
己紹介・・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・ 15

自己紹介カードの
作成・・・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・ 16

♢	ディスカッション
の手法	♢

短時間でその場で
できるディスカッ

ション・・・・・・
・・・ 17

Think・Pair・Share（
個から全体へと広

げる議論）・ ・・・
・・・・・・ 18

Buzz・Groups（グル
ープでの議論）・・

・・・・・・・・
・・・・・・ 19

教室全体を使って
行うディスカッシ

ョン・・・・・・・
・・・ 20

Ball-toss（ランダム
に話し手を決める

）・・・・・・・・・
・・・・・ 20

Snowballing(for・d
iscussion)（雪だる

ま式に人数をふや
して議論する）・21

Corner・Exercise（
提示された質問に

ついて交代で議論
する）・ ・・・ 22

♢	学生どうしの教え
合い・学びあいの手

法	♢

相互添削・評価・・
・・・・・・・・

・・・・・・・・
・・・ 23

ピア・レビュー・・
・・・・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・ 23

相互教授・・・・・
・・・・・・・・

・・・・・・・・
・・・ 24

相互教授法・・・・
・・・・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・ 24

Plus fifteen minutes.

♢	振り返りの手法	♢
双方向性を高めながら振り返るツール・・・・・・・・・・・ 25
ミニッツペーパー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25
大福帳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26
ワークシート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26

自分ひとりで振り返る・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27
質問受付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27
問題作成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28

仲間と振り返る・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29
ノートテイキング＝ペア（協同でノートを作る）・ ・・・・・・・・ 29

図示や構造化で振り返る・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30
Affinity・Grouping（概念を書き出してグループ分けする）・・・・・・ 30
Word・Webs（概念マップのグループ版）・ ・・・・・・・・・・・・ 31
Group・Grid（マス目に情報を整理する）・ ・・・・・・・・・・・・ 32

・	 105 分だからこそできる活動・ ・・・・・・・・・ 33学生どうしの教え合いを中心に行って知識獲得・内容理解を進める・・・・・・・・・・・・・・・ 33
ピア・インストラクション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33
ジグソー法（ジグソー・メソッド）・ ・・・・・・・・・・・・・・ 34

授業の中で既習知識を応用する・・・・・・・・・・・・・・ 36
ロール・プレイ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36
ケース・スタディ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 37
問題解決学習（PBL：Problem・-・based・Learning）・ ・・・・・・・・ 39

時間をたっぷり使って全員と対話する・・・・・・・・・・・ 40
ポスターセッション（ポスター発表）・ ・・・・・・・・・・・・・ 40
ワールドカフェ形式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42

＊	索引・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44＊	参考文献・Webサイト一覧・ ・・・・・・・・・ 46

小特集●多様化する授業時間
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